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井
汲
典
夫　

縁
あ
っ
て
習
志
野
市
か
ら
目
白
へ
。
会
社
勤
め
を
し
な
が
ら

２
０
１
５
年
に
画
廊
「
ギ
ャ
ラ
リ
ア
赤
い
鳥
」
オ
ー
プ
ン
。
趣
味
・
水
墨
画　

千
葉
県
出
身

井
汲
春
江　

朗
読
の
経
験
は
長
く
博
品
館
劇
場（
瀬
戸
内
寂
聴
主
催
）出
演
も
。

現
在
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朗
読
サ
ロ
ン
生
。と
し
ま
テ
レ
ビ
の
赤
い
鳥
一
〇
〇
周
年
記
念
番

組
で
は
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
務
め
る
。
趣
味
・
歌
と
ウ
ク
レ
レ　

東
京
都
出
身

「ギャラリア　赤い鳥」オーナー

井
い
汲
くみ
　典

のり
夫
お
・春
はる
江
え

【50】

　
　
　

二
〇
一
一
年
三
月
の
大
地
震
、
習
志
野
市
の
我
が
家
は

　
　

液
状
化
に
よ
り
半
壊
と
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
引
越
先
を
求

　
　

め
て
三
年
、思
わ
ぬ
御
縁
か
ら
土
地
を
分
け
て
頂
く
事
に
。

そ
こ
は
目
白
三
丁
目
、童
話
童
謡
雑
誌
「
赤
い
鳥
」（
赤
い
鳥
社
）

の
発
祥
の
地
で
あ
り
、
創
刊
し
た
鈴
木
三
重
吉
の
旧
宅
跡
で

あ
っ
た
。
一
階
を
画
廊
に
決
め
た
。
豊
島
区
と
広
島
市
立
中
央

図
書
館
の
お
許
し
を
得
、
地
主
さ
ん
は
イ
タ
リ
ア
文
学
者
だ
っ

た
の
で
「
ギ
ャ
ラ
リ
ア
赤
い
鳥
」
と
名
付
け
十
五
年
十
月
に
画

廊
を
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

一
年
半
後
、
京
橋
で
何
気
な
く
入
っ
た
画
廊
に
素
敵
な
絵
が

あ
っ
た
。
画
家
に
画
廊
の
話
を
し
た
ら
「
私
の
家
内
は
三
重
吉

の
孫
で
す
」
と
。
翌
月
、
所
用
で
広
島
市
を
訪
ね
た
。
丁
度
良

い
機
会
な
の
で
広
島
市
立
中
央
図
書
館
に「
画
廊
赤
い
鳥
命
名
」

の
お
礼
に
伺
っ
た
。
す
る
と
「
今
日
の
午
後
、
鈴
木
三
重
吉
先

生
の
法
要
が
あ
る
の
で
ぜ
ひ
参
加
し
て
下
さ
い
」
と
案
内
さ
れ

た
。
三
重
吉
の
孫
で
あ
る
鈴
木
潤
吉
氏
や
ご
親
族
、
赤
い
鳥
の

会
の
皆
さ
ん
に
初
め
て
お
会
い
す
る
事
が
出
来
た
。

　

十
八
年
は
「
赤
い
鳥
創
刊
百
年
」
と
い
う
節
目
の
年
だ
。
四

月
に
目
白
図
書
館
か
ら
妻
に
声
が
か
か
り
「
赤
い
鳥
お
話
会
」

で
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
を
朗
読
。
そ
れ
を
ご
覧
に
な
っ
た
方
か
ら

「
蜘
蛛
の
糸
」
の
朗
読
を
依
頼
さ
れ
日
比
谷
図
書
館
で
演
じ
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
朗
読
サ
ロ
ン
で
の
研
鑽
が
実
を
結
ん
だ
。
画
廊
と
し
て

赤
い
鳥
百
周
年
記
念
の
企
画
を
考
え
て
い
た
矢
先
、
豊
島
区
の

方
が
突
然
お
見
え
に
な
っ
た
。
十
一
月
の
自
由
学
園
明
日
館
で

行
う
百
周
年
事
業
へ
「
ギ
ャ
ラ
リ
ア
赤
い
鳥
主
催
」
と
し
て
の

出
演
依
頼
だ
。
千
早
の
皆
さ
ま
の
紙
芝
居
、
巣
鴨
児
童
合
唱
団

の
大
澤
さ
ん
の
親
子
の
歌
、
朗
読
は
「
蜘
蛛
の
糸
」、
そ
れ
ら

を
盛
り
上
げ
る
東
京
音
大
さ
ん
の
演
奏
。
想
像
以
上
の
内
容
に

膨
ら
ん
だ
。
大
勢
の
皆
さ
ま
の
協
力
で
は
明
日
館
は
満
席
と
な

り
、
素
晴
ら
し
い 

〝
百
周
年
〞
を
飾
る
事
が
出
来
た
。

　

三
重
吉
の
〝
赤
い
鳥
〞
は
「
子
供
の
純
正
（
ピ
ュ
ア
な
心
）

を
育
む
為
に
子
供
に
は
子
供
の
為
の
文
化
が
必
要
」と
考
え
た
。

私
た
ち
の
身
近
に
あ
る
図
書
館
は
、
そ
の
こ
と
に
寄
与
す
る
と

と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。　

　

私
共
の
名
刺
に
は
イ
タ
リ
ア
語
で
「
こ
の
地
の
歴
史
を
心
に

刻
み
」
と
記
し
て
あ
る
。（
了
）

「
赤
い
鳥
」の
鈴
木
三
重
吉
旧
宅
跡
に
棲
む

点字図書館「ひかり文庫」をご存知ですか

　

見
逃
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
映
画
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
共
図
書
館　

エ
ク
ス
・
リ
ブ
リ
ス
」
を
観
て
き
ま
し
た
。
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映

画
の
巨
匠
・
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ワ
イ
ズ
マ
ン
監
督
が
３
ヵ
月
か
け
て

撮
影
し
た
３
時
間
25
分
の
大
作
。W

ikipedia

に
あ
る
よ
う
な
説
明
、

講
釈
は
い
っ
さ
い
な
し
。
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
テ
ロ
ッ
プ
に
よ
る
誘
導

も
皆
無
。
図
書
館
に
流
れ
た
時
間
、
場
面
が
そ
の
ま
ま
断
片
的
に
切

り
取
ら
れ
、
多
彩
な
モ
ザ
イ
ク
の
よ
う
に
映
し
出
さ
れ
ま
す
。
実
に

い
さ
ぎ
よ
い
ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
の
傑
作
で
す
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
共
図
書
館
（
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｌ
）
は
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

中
心
部
に
あ
る
本
館
を
含
め
、
計
92
の
図
書
館
か
ら
な
る
世
界
最
大

級
の
「
知
の
殿
堂
」
で
す
。「
パ
ブ
リ
ッ
ク
（
公
共
）」
と
い
う
名
を

冠
し
て
い
ま
す
が
、
公
立
で
は
な
く
独
立
法
人
で
、
運
営
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
の
助
成
金
と
民
間
の
寄
付
（
大
半
が
個
人
）
で
ま
か
な
わ

れ
ま
す
。「
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｌ
が
な
か
っ
た
ら
、
い
ま
の
自
分
は
な
か
っ
た
」

―
―
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
す
る
多
く
の
人
材
を
育
て
て
き
た
そ

の
実
態
は
、
菅
谷
明
子
さ
ん
が
『
未
来
を
つ
く
る
図
書
館
』（
岩
波

新
書
、
２
０
０
３
年
）
で
詳
述
し
ま
し
た
。
衝
撃
的
で
し
た
。
起
業

や
芸
術
の
支
援
、
地
域
密
着
の
運
営
、
頻
繁
に
行
わ
れ
る
公
開
イ
ベ

ン
ト
、
就
職
フ
ェ
ア
や
Ｉ
Ｔ
弱
者
の
救
済
…
…
従
来
の
図
書
館
概
念

を
打
ち
壊
す
ほ
ど
旺
盛
な
活
動
は
、
企
画
・
編
集
能
力
に
秀
で
、
米

民
主
主
義
の
基
盤
を
支
え
る
知
的
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
機
能
し
て
い

ま
す
。

　

映
画
で
は
幹
部
た
ち
の
会
議
風
景
や
、
淡
々
と
電
話
で
応
対
す
る

司
書
た
ち
の
姿
、
生
き
字
引
の
よ
う
な
職
員
の
表
情
な
ど
、
舞
台
裏

の
営
み
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
か
と
思
え
ば
、
生
物
学
者
の
リ

チ
ャ
ー
ド
・
ド
ー
キ
ン
ス
、
歌
手
の
エ
ル
ビ
ス
・
コ
ス
テ
ロ
な
ど
著

名
人
が
登
場
す
る
ト
ー
ク
・
イ
ベ
ン
ト
や
、
地
域
住
民
が
参
加
す
る

読
書
会
、
シ
ニ
ア
ダ
ン
ス
教
室
、
手
話
通
訳
者
を
招
い
た
勉
強
会
、

子
ど
も
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
風
景
も
。

　

多
様
性
、
機
会
均
等
、
教
育
、
そ
し
て
人
と
人
を
つ
な
ぐ
場
と
し

て
の
図
書
館
の
姿
を
示
し
て
、
日
本
の
図
書
館
関
係
者
に
も
多
く
の

活
力
、
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
も
た
ら
す
は
ず
で
す
。

３
時
間
半
が

　
長
く
な
か
っ
た
！

ほ
ぼ
日
の
学
校
長
／
編
集
者
　

河
野
　
通
和

こらこら

bo]

第
9
回

　豊島区立中央図書館の特色の一つが点字図書館「ひかり
文庫」です。昭和45年11月に発足し、昭和47年4月に「視聴
覚障害者情報提供施設」（身体障害者福祉法第34条）とし
て認可されました。「視聴覚障害者情報提供施設」とは、
視聴覚障害者が利用する資料の「製作」、「利用に供し」、
点訳等を行う者の「養成」、「その他の厚生労働省令で定
める便宜を供与する施設」です。現在では、どこの公立
図書館でも障害者サービスが行われていますが、認可を
受けて製作、利用貸出、養成を行っている公立図書館は、
23区でも大田区と豊島区だけです。
　資料の製作を支えてくださるのは、ボランティアの皆
さんです。日々の活動のほかに、毎月、熱心に勉強を重

ねながら、製作に取組んでくださっています。こうして
作られた資料は、現在では「サピエ（視覚障害者情報総
合ネットワーク）」を通じて全国約8万人以上の視覚障害
者の皆様に利用されています。
　いよいよ東京2020のカウントダウンが始まりました
が、「視覚障害者のスポーツ選手は読書家が多い」と伺い
ました。詳しくは「生涯の一冊」オリンピアン・パラリ
ンピアン編をご覧ください。
　さて、東京2020に向けて、7月27日～8月22日・8月
24日～9月26日まで豊島区ホストタウンの「セントルシア」
と「バングラデシュ」をテーマに中央図書館5階で特別展
示をいたします。どうぞお楽しみに！
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冒
頭
か
ら
突
然
で
す
が
、
絶
望
的
で
す
。
何
に
対
し

て
か
と
言
う
と
本
で
す
。
読
書
に
つ
い
て
で
す
。
高
校

生
で
視
覚
障
害
に
な
り
、
し
ば
ら
く
し
て
音
声
図
書
と

出
会
い
、
い
つ
か
ら
か
ほ
と
ん
ど
読
書
依
存
症
で
す
。

通
勤
時
間
、
家
事
を
し
な
が
ら
、
人
と
の
待
ち
合
わ

せ
・
・
・
。
隙
あ
ら
ば
読
書
し
て
い
ま
す
。
と
に
か
く

乱
読
で
す
。
友
人
の
オ
ス
ス
メ
や
面
白
か
っ
た
著
者
の

本
を
か
た
っ
ぱ
し
か
ら
読
み
、
興
味
の
あ
る
キ
ー
ワ
ー

ド
で
タ
イ
ト
ル
を
検
索
し
て
は
そ
れ
を
読
む
と
い
っ
た

具
合
で
、
年
間
４
０
０
冊
ペ
ー
ス
で
読
書
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
が
、
あ
き
ら
か
に
読
め
る
分
量
よ
り
読
み
た
い

本
の
数
が
多
い
の
で
す
。
そ
れ
に
面
白
か
っ
た
本
は
ま

た
再
読
し
た
い
わ
け
で
す
。

　

本
は
時
代
も
距
離
も
国
も
超
え
て
歴
史
や
文
化
や
価

値
観
に
自
分
の
好
き
な
時
に
め
ぐ
り
合
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ド
ラ
ッ
カ
ー
著
『
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
条

件
』
や
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
Ｒ
・
コ
ヴ
ィ
ー
著
『
７
つ
の

習
慣
』
の
よ
う
に
人
生
に
多
く
の
示
唆
を
与
え
て
く
れ

た
本
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
出
会
っ
て
い
な
い
す

ば
ら
し
い
本
が
あ
る
か
と
考
え
る
と
、
増
え
て
い
く
読

み
た
い
本
リ
ス
ト
を
前
に
「
な
ぜ
生
ま
れ
た
瞬
間
か
ら

本
を
読
み
始
め
な
か
っ
た
の
か
」、
少
年
の
こ
ろ
の
自

分
に「
な
ぜ
も
っ
と
本
を
読
ま
な
か
っ
た
の
か
」と
言
っ

て
や
り
た
い
。
こ
れ
が
冒
頭
の
理
由
で
す
。

　

さ
て
、そ
ん
な
私
の
生
涯
の
一
冊
は
『
三
国
志
』
で
す
。

後
漢
末
、
黄
巾
の
乱
で
麻
の
如
く
乱
れ
た
中
国
全
土
に

忠
臣
、
奸
臣
、
武
将
、
知
将
、
そ
れ
ぞ
れ
の
野
心
と
思

惑
の
中
、
綺
羅
星
の
如
く
現
れ
て
は
消
え
て
い
き
ま
す
。

強
い
人
間
に
な
り
た
い
と
思
い
柔
道
を
始
め
た
原
点
も

思
え
ば
こ
こ
に
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

柴
田
錬
三
郎
、
北
方
謙
三
、
宮
城
谷
昌
光
そ
れ

ぞ
れ
の
描
く
『
三
国
志
』
で
異
な
る
人
物
像
や
歴
史

観
を
味
わ
い
、
関
連
本
な
ど
も
含
め
て
何
度
も
読
む
う

ち
に
歴
史
的
事
実
は
一
つ
で
も
見
方
に
よ
っ
て
様
々
な

解
釈
が
で
き
る
面
白
さ
を
知
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
日

常
で
も
様
々
な
人
物
の
行
動
の
意
図
を
考
え
る
よ
う
に

な
り
、
物
事
を
多
面
的
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
は
強
さ
に
は
い
ろ
い

ろ
な
観
点
が
あ
り
真
の
強
さ
と
は
何
か
、
本
を
読
み
な

が
ら
思
索
す
る
日
々
で
す
。
今
回
、
こ
の
よ
う
な
機
会

を
い
た
だ
き
、
自
分
の
読
書
を
見
つ
め
な
お
す
作
業
は

思
っ
た
以
上
に
楽
し
か
っ
た
で
す
が
、
こ
ん
な
こ
と
を

や
っ
て
い
る
と
読
み
た
い
本
が
読
め
な
い
と
考
え

る
と
ま
た
絶
望
的
な
気
持
ち
に
な
り
そ
う
で
す

（
笑
）。

この本カフェ
❦ Café  KONOHON ❦

〜

本 は ぼ く の 宝 物

❦ 今回のテーマ ❦

宿　題
書名  『しずかな日々』
椰
や

月
づき

美智子／著　講談社（講談社文庫）　2010年
　母と離れておじいさんと暮らす夏休みは、小学5年生の光輝にとって初めてのこ
とだらけ。井戸水で顔を洗う、日差し、土の匂い、ぬか漬け、大きなおにぎり、新学期
のクラス替えでできた親友、押野君とやった算数ドリル…。川の向こうの未知なる
工場へ自転車で二人で行った大冒険は、想像と期待を裏切るものだった。
　ぜひ、押野君の夏休み自由研究の作文を読んでください。「ばかみたいだ」、そう
言ったいつもお調子者の親友は、なぜそのことを作文に？
  【牧 京子 （まき きょうこ）】

書名  『しゅくだいさかあがり』　
福田岩緒／作・絵　PHP研究所　2014年
　夏休みの終わりに、逆上がりの宿題を思い出したゆうた。練習を始めるが、
全然できない。付き合って励ましてくれる友達にも悪態をついてしまうし、親
の心配も疎ましい。もう嫌になって投げ出しても、やっぱり気になる宿題。また、
やる気を出して頑張るゆうたに、友達が…。
　何があっても応援してくれる友達、両親。自分も周囲の人に支えられて大き
くなってきたのだなと、小学校の頃のことを懐かしく思い出し、温かく、ほっ
こりした気持ちになる一冊だ。  【笠原 雅子 （かさはら まさこ）】

書名  『 国宝消滅 
～イギリス人アナリストが警告する「文化」と「経済」の危機～』

デービット・アトキンソン／著　東洋経済新報社　2016年
　はし、百均で買えるものねぇ。でもさぁ箸専門店に行ってみなよ、貴方の手に
合う品物あると思うよ。日本人は器用だからね。手仕事あたりまえ、何とも思わ
ない。それでいいのかなぁ。
　昔から、外国の人に誉められるまで、身近なものを良い物とは思わない日本人。
日本文化の危機を嘆き悲しんでいる外国の方がいます。文化財保護とその見せ方
を、経済と絡ませながら検証しています。文化財の価値を外国人に教えてもらう
日本人。大丈夫？  【酒井 一夫 （さかい かずお）】

図 書 館 と 私 39

寄稿者はとしまコミュニティ大学の学習者の内、登録して学んでいる「マナビト生」です。マナビトゼミ担当の人類学者佐藤
壮広氏の監修のもと、毎回テーマに合わせて文学、児童書、評論や科学などの分野からお薦め本を1冊紹介しています。

18杯目

「終わらない宿題はない」。小学生の時、夏休みの最終日には、そう言って
自分を励ました。そして朝方には、だいたい片がついた。でも、人類、国家、
社会が抱える宿題は簡単には終わらないものばかり。
だからこそ、コツコツ取り組む姿勢は、個人でも
組織でも大切、大切。

第22回「図書館を使った
調べる学習コンクール」
優秀賞・図書館振興財団
賞調べる学習部門小学生
の部（高学年）「土で育
てる？水で育てる？見つ
けた‼これからの栽培方
法～この夏、ぼくは水耕
栽培と向き合った～」
画像提供：（公財）図書館振興財団

豊島区立池袋第一小学校　６年
久郷　悠人（くごう はると）
【プロフィール】小学校１年生から現在に至るまで
毎年「調べる学習コンクールinとしま」に取り組み、
入賞。全国でも入賞経験をもつ。

　ぼくは、読書が好きだ。時間があれば本を開
き、本の世界に浸る。ジャンルは問わない。題
名がおもしろそうだと思ったら手に取り、２、
３行読み進める。「続きが知りたい！」とぼく
に思わせたらその本は「勝ち本」だ。１冊１冊
の本を読むことも好きだが、ぼくは、「本を
使って調べる」といった、自分の疑問に向き合
うために本を使って調べ、答えを出すといった
本との付き合い方も好きだ。
　ぼくは、小学校に入学してから毎年、調べる
学習に取り組んでいる。
　１年生のときは、「東京に何種類の虫が生活
しているのだろう」と疑問をもち、夏休み中、
虫捕りをした。そして自分で捕まえた虫の名前
や生態を本や図鑑を使って調べた。２年生のと
きは、乳歯から永久歯に生え変わる疑問に向き
合い、３年生では、「緊張しない方法はあるの
か」のなぞに迫った。３年生のときの調べ学習
は、今、振り返ってみても一番苦労したと思
う。どうしてか。「緊張」という題名の本は、

なかなか見つからず、手当たり次第に本を手に
取り、「緊張」というキーワードを探し求めた
からだ。あの苦労は忘れられない。本は、とき
にいじわるだ！とぼくは思った。調べたいこと
がらを簡単には教えてくれないからだ。「緊張」
というキーワードは、百科事典にも載っていな
い。だからかもしれない。ぼくは、「絶対に緊
張について調べて答えをだしてやる！」と気合
いを入れた。そして、調べる学習の作品の中
に、自分の百科事典をつくり「緊張」の項目を
入れてみせたのだ。本は、ぼくにただ単に知識
を与えるだけでなく、自分で知識を得ようとす
る力を養ってくれるとその時、実感した。そし
て４年生、うなぎの生態について調べ、５年生
では、水耕栽培の優位性について調べた。
　このようにして、ぼくが本から得た知識は、
かけがえのない宝物となった。本は、人生にお
いて生きる力を与えてくれるものだと信じてい
るし、だからこそ、ぼくは本を読むということは、
とても大切なことなのだとみんなに伝えたい。

強
い
人
間
と
は
何
か

愛知県立名古屋盲学校　教諭

廣瀬  誠（ひろせ  まこと）
愛知県立名古屋盲学校勤務。視覚
障害者柔道で2004年アテネから
パラリンピック4大会連続出場。
アテネとリオで銀メダル獲得。現役
引退し、「一度きりの人生、どうせ
だったら楽しもう!!」をモットーに
講演活動も行っている。

■
三
国
志
　
吉
川
英
治
／
著　

　

講
談
社
（
吉
川
英
治
歴
史
時
代
文
庫
）

　

１
９
８
９
年

生涯の一冊（52）
オリンピアン・パラリンピアン編
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〈
著
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

１
９
８
６
年
岐
阜
県
生
ま
れ
。
東
京

理
科
大
学
工
学
部
建
築
学
科
助
教
。

著
書
に
『
戦
後
東
京
と
闇
市 

新
宿
・

池
袋
・
渋
谷
の
形
成
過
程
と
都
市
組

織
』な
ど
が
あ
る
。
雑
誌『
商
店
建
築
』

で「
東
京
ヤ
ミ
市
建
築
史
」を
連
載
中
。

第
２
回　

ヤ
ミ
市
か
ら
駅
ビ
ル
へ

 

石
榑
　
督
和
（
い
し
ぐ
れ
・
ま
さ
か
ず
）

池
袋
と
ヤ
ミ
市
（
全
４
回
）

　

駅
の
東
西
に
大
規
模
に
広
が
っ
た
池
袋
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
１
９
４
０
年
代
後
半
を
通
じ
て

ヤ
ミ
市
と
し
て
機
能
し
て
い
っ
た
。
１
９
５
０
年
頃
に
な
る
と
都
市
空
間
も
商
品
流
通
も
徐
々

に
復
興
へ
と
向
か
う
。
そ
の
過
程
で
、
都
市
の
な
か
で
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
意
味
も
大
き
く
変
質

し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
戦
後
の
数
年
間
は
多
く
の
人
々
の
生
活
を
支
え
、
ま
た
欲
望
を
満

た
す
場
と
し
て
、
表
立
っ
て
機
能
し
て
き
た
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
っ
た
が
、
１
９
５
０
年
頃
に
な

る
と
商
業
空
間
と
し
て
重
要
性
は
相
対
的
に
下
が
っ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
時
を
同
じ
く
し
て
東

京
都
が
進
め
て
い
た
戦
災
復
興
計
画
が
進
み
、
事
業
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
そ
の
過
程
で
戦
後
に

つ
く
ら
れ
た
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
歩
道
に
並
ん
だ
露
店
は
整
理
さ
れ
、
一
部
は
ま
と
ま
っ
て
移
転

し
、
新
た
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
つ
く
っ
て
い
っ
た
。

　

東
口
に
は
東
武
鉄
道
の
根
津
嘉
一
郎
の
関
係
団
体
が
所
有
す
る
雑
木
林
（
通
称
、
根
津
山
）

が
、
駅
か
ら
ほ
ど
近
い
場
所
に
あ
り
な
が
ら
戦
後
ま
で
未
開
発
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
た
。
根
津

山
は
戦
災
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業
の
施
行
に
際
し
て
分
譲
さ
れ
、
多
く
の
新
規
地
主
を
池
袋

駅
東
口
に
生
ん
で
い
く
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
１
９
４
０
年
代
後
半
を
通
じ
て
駅
前
や
明
治
通

り
沿
い
に
バ
ラ
ッ
ク
が
立
ち
並
び
、
復
旧
が
進
ん
だ
と
は
い
え
、
駅
か
ら
少
し
離
れ
れ
ば
建
物

が
再
建
さ
れ
な
い
ま
ま
の
焼
跡
が
１
９
５
０
年
頃
ま
で
多
く
残
さ
れ
て
い
た
。
１
９
５
０
年
代

前
半
、
こ
う
し
た
土
地
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
営
業
者
や
露
天
商
た
ち
が
ま
と
ま
っ
て
移
転
す
る
。

営
業
者
が
ま
と
ま
っ
て
移
動
し
、
新
設
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
建
設
し
て
い
っ
た
場
所
は
、
い
ず
れ

も
駅
前
か
ら
は
少
し
離
れ
た
場
所
で
あ
っ
た
が
、
ま
と
ま
っ
て
同
じ
エ
リ
ア
に
土
地
が
換
地
さ

れ
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
街
が
建
て
ら
れ
、
新
た
に
店
が
櫛し

っ
比ぴ

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
場
所

で
現
存
す
る
の
は
、
美
久
仁
小
路
と
栄
町
通
り
の
二
つ
で
あ
る
。
そ
の
他
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
高

度
成
長
期
か
ら
現
在
ま
で
に
取
り
壊
さ
れ
、
中
高
層
の
ビ
ル
に
建
て
替
え
ら
れ
て
い
っ
た
。
根

津
山
が
移
転
地
と
し
て
の
土
地
を
提
供
し
た
こ
と
で
、
東
口
の
戦
災
復
興
計
画
は
都
内
で
も
最

も
早
く
進
む
こ
と
と
な
っ
た
。

　

他
方
で
西
口
で
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
営
業
者
た
ち
が
移
転
で
き
る
土
地
が
な
く
、
戦
災
復
興
が

遅
々
と
し
て
進
ま
な
か
っ
た
。
戦
後
の
池
袋
で
は
闇
市
が
戦
災
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業
の
進

行
を
妨
げ
た
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ

れ
は
西
口
に
限
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
西
口
の
戦

災
復
興
は
東
口
に
比
べ
約
10
年
遅
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
が
、
１
９
６
０
年
代
前
半
に
は
概
成

し
、
駅
前
は
ヤ
ミ
市
の
空
間
か
ら
駅
ビ
ル
の
空

間
へ
と
変
化
し
た
。
こ
の
時
、
今
の
池
袋
の
都

市
空
間
の
基
盤
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

シ
リ
ー
ズ
（
全
４
回
）

東
ア
ジ
ア
文
化
都
市

 
２
０
１
９
豊
島

 

第
２
回　

 

東
ア
ジ
ア
文
化
都
市
っ
て
、

な
に
を
め
ざ
す
の
？

 

東
ア
ジ
ア
文
化
都
市
２
０
１
９
豊
島

舞
台
芸
術
部
門
総
合
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

 

宮
城　

聰

　

こ
ん
に
ち
は
、
東
ア
ジ
ア
文
化
都
市
２
０
１
９

豊
島
で
舞
台
芸
術
部
門
の
総
合
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を

務
め
て
い
る
宮
城
聰
で
す
。

　

み
な
さ
ん
は
区
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
「
東
ア

ジ
ア
文
化
都
市
２
０
１
９
豊
島
」
の
幟
（
の
ぼ
り
）

や
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

す
で
に
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
や
舞
台
芸
術
な
ど
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
さ
れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

で
も
こ
こ
で
は
ま
ず
、「
な
ん
で
〝
東
ア
ジ
ア

文
化
都
市
〞
と
い
う
催
し
が
あ
る
の
か
な
」
と
い

う
こ
と
か
ら
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

実
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
す
で
に
、
１
９
８
５
年

か
ら
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
都
市
」
と
い
う
事
業
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
当
時
10
ヵ
国
が
加
盟
し
て

い
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
の
な
か
で
、
毎
年
ひ
と

つ
の
都
市
を
選
び
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
間
の
文
化

交
流
を
そ
の
町
で
集
中
的
に
お
こ
な
お
う
、
と
い

う
も
の
で
す
。
い
ま
や
28
ヵ
国
に
拡
大
し
た
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
連
合
で
こ
の
事
業
は
ど
ん
ど
ん
発
展
し
、

名
称
も
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
首
都
」
に
な
り
、
毎

年
複
数
の
都
市
が
選
ば
れ
て
活
況
を
呈
し
て
い
ま

す
。

　

そ
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
首
都
」
の
よ
う
な
も

の
を
東
ア
ジ
ア
で
も
立
ち
上
げ
よ
う
、
と
い
う
提

案
が
２
０
１
０
年
か
ら
日
中
韓
三
カ
国
の
会
合
で

な
さ
れ
、
２
０
１
４
年
に
東
ア
ジ
ア
文
化
都
市
の

第
一
回
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
は
、
単
に

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
首
都
」
と
い
う
成
功
し
た
事

業
の
ひ
そ
み
に
な
ら
う
、
と
い
う
だ
け
に
と
ど
ま

ら
な
い
、
も
っ
と
大
き
な
狙
い
が
あ
る
は
ず
だ
と

僕
は
感
じ
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
は
「
ユ
ネ
ス
コ
憲
章
」
を
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
？　

ユ
ネ
ス
コ
は
い
ま
や「
世
界
遺
産
」

の
認
定
な
ど
で
も
お
な
じ
み
の
国
連
の
機
関
で
す

が
、
も
と
も
と
第
二
次
世
界
大
戦
の
直
後
に
「
国

連
・
教
育
科
学
文
化
機
関
憲
章（
ユ
ネ
ス
コ
憲
章
）」

が
ロ
ン
ド
ン
で
決
議
さ
れ
、
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
憲
章
の
前
文
は
こ
う
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

「
戦
争
は
人
の
心
の
中
で
生
れ
る
も
の
で
あ
る
か

ら
、
人
の
心
の
中
に
平
和
の
と
り
で
を
築
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。」

　

つ
ま
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
を
焦
土
に
し
て
し
ま
っ

た
大
戦
争
が
起
こ
っ
た
の
は
、
実
は
相
手
の
国
の

文
化
に
対
し
て
の
リ
ス
ペ
ク
ト
が
な
か
っ
た
か
ら

で
あ
り
、
相
手
の
文
化
へ
の
リ
ス
ペ
ク
ト
が
な
い

と
き
に
人
間
は
相
手
の
国
や
人
々
を
ど
れ
だ
け
蹂

躙
（
じ
ゅ
う
り
ん
）
し
て
も
構
わ
な
い
と
思
っ
て

し
ま
う
も
の
な
の
だ
、と
い
う
人
間
観
で
す
。「
戦

争
は
人
の
心
の
中
で
生
れ
る
も
の
で
あ
る
」
と
い

う
部
分
は
「
現
実
主
義
的
じ
ゃ
な
い
」
と
感
じ
ら

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
が
史
上
最
大
の

惨
劇
を
目
撃
し
た
直
後
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を

思
い
お
こ
す
と
、
む
し
ろ
苦
す
ぎ
る
く
ら
い
苦
い
、

ほ
と
ん
ど
絶
望
的
と
も
言
え
る
人
間
観
で
あ
る
こ

と
に
気
づ
き
ま
す
。

　

以
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
「
人
の
心
の
中
に
平

和
の
と
り
で
を
築
こ
う
」
と
す
る
努
力
が
積
み
重

ね
ら
れ
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
た
や
す
い
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。「
人
の
心
の
中
に
平
和
の
と
り
で

を
築
く
」
な
ん
て
こ
と
が
本
当
に
実
現
す
る
と
断

言
で
き
る
人
な
ど
ひ
と
り
も
い
な
い
で
し
ょ
う
。

そ
れ
で
も
、
指
を
く
わ
え
て
い
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
、
何
か
し
な
け
れ
ば
、
と
考
え
た
人
々
が
編

み
出
し
た
ア
イ
デ
ィ
ア
の
ひ
と
つ
が
「
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
文
化
都
市
」
と
い
う
試
み
だ
っ
た
と
僕
は
思
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
目
を
東
ア
ジ
ア
に
転
じ
る
と
、
こ
こ
数

年
、
日
本
と
韓
国
と
中
国
の
人
々
は
、
残
念
な
こ

と
に
、
し
ば
し
ば
お
互
い
の
憎
悪
を
あ
お
る
よ
う

な
の
の
し
り
あ
い
を
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
経

済
的
な
相
互
依
存
関
係
が
と
て
も
深
い
の
で
、
ビ

ジ
ネ
ス
の
前
線
に
い
る
方
た
ち
は
は
る
か
に
冷
静

で
す
が
、
し
か
し
経
済
面
で
の
相
互
依
存
関
係
は

結
局
戦
争
抑
止
に
は
つ
な
が
ら
な
い
、
と
い
う
の

が
過
去
の
歴
史
の
教
え
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
さ
に
こ
う
い
う
と
き
こ
そ
、
地
道
に
「
相
手

の
文
化
へ
の
リ
ス
ペ
ク
ト
を
育
む
」
作
業
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
、
日
中
韓
の
賢
人
が
同
意

し
た
。
そ
れ
が
東
ア
ジ
ア
文
化
都
市
の
背
景
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

た
だ
し
、
相
手
に
自
国
の
文
化
の
精
髄
を
伝
え

る
た
め
に
は
、
ま
ず
自
分
た
ち
自
身
が
、
自
分
た

ち
の
文
化
を
楽
し
ん
で
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

よ
ね
。
自
分
た
ち
自
身
が
享
受
し
て
い
な
い
、
ど

こ
か
遠
い
と
こ
ろ
に
あ
る
「
文
化
」
を
「
日
本
の

誇
り
で
す
」
と
言
っ
て
見
せ
び
ら
か
し
た
と
こ
ろ

で
、
相
手
か
ら
の
リ
ス
ペ
ク
ト
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

文
化
が
人
々
の
中
に
根
付
い
て
い
る
、
そ
の
よ
う

す
が
伝
わ
っ
た
と
き
に
、お
の
ず
と
「
い
い
な
あ
」

と
思
っ
て
も
ら
え
る
の
で
し
ょ
う
。

　

ア
ー
ト
・
カ
ル
チ
ャ
ー
で
日
々
の
生
活
が
楽
し

く
な
っ
て
い
る
、
そ
ん
な
豊
島
区
民
の
暮
ら
し
を

見
て
も
ら
え
た
ら
、
人
々
の
心
に
平
和
の
と
り
で

が
む
っ
く
り
と
盛
り
上
が
っ
て
く
る
│
│
。
そ
れ

が
東
ア
ジ
ア
文
化
都
市
２
０
１
９
豊
島
の
目
標
地

点
だ
と
僕
は
思
う
の
で
す
。

宮
城
　
聰
（
み
や
ぎ
・
さ
と
し
）

1
9
5
9
年
東
京
生
ま
れ
。
演
出
家
。
1
9
9
0
年
劇
団
ク
・

ナ
ウ
カ
旗
揚
げ
。
2
0
0
7
年
よ
り
S
P
A
C

-

静
岡
県
舞
台

芸
術
セ
ン
タ
ー
芸
術
総
監
督
。
東
京
芸
術
祭
総
合
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
。
東
ア
ジ
ア
文
化
都
市
2
0
1
9
豊
島
・
舞
台
芸
術
部
門

総
合
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
。
代
表
作
『
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
』『
王
女

メ
デ
イ
ア
』『
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
』『
ペ
ー
ル
・
ギ
ュ
ン
ト
』
な
ど
。

宮城さんの代表作マハーバーラタの公演写真
東アジア文化都市2019豊島バージョンとして、11月に池袋西口
公園野外劇場での公演を予定
©Masami Hioki

池袋駅東口　1962年10月撮影。高度経済成長の波が押し寄せた豊
島区を象徴するものの一つに駅前の再開発がある。池袋東口は比較
的早くマーケットが立ち退いたが、大工事が行われて、景観が一変
するのがこの時期である。（高木進一氏提供）
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毎週、本の読み聞かせなどのイベントを行っています。遊びに来てくださいね。

各図書館の
連絡先

□中 央 図 書 館　3983-7861
□駒 込 図 書 館　3940-5751
□巣 鴨 図 書 館　3910-3608
□上池袋図書館　3940-1779

□池 袋 図 書 館　3985-7981
□目 白 図 書 館　3950-7121
□千 早 図 書 館　3955-8361
□雑司が谷図書貸出コーナー　3590-1335

編集後記

7　

月

開
館
時
間

9　

月

中央図書館
平　日　午前10時～午後10時
土日祝　午前10時～午後 6 時

日 月 火 水 木 金 土

◯は土日祝の開館時間　
■は休館日

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

8　

月

駒込・上池袋・千早図書館
● 駒込・上池袋 ●

平　日　午前9時～午後8時
土日祝　午前9時～午後6時

● 千早 ●
平　日　午前9時～午後7時
土日祝　午前9時～午後6時

日 月 火 水 木 金 土

巣鴨・池袋・目白図書館
● 巣鴨 ●

平　日　午前9時～午後7時
土日祝　午前9時～午後6時

● 池袋・目白 ●
平　日　午前9時～午後8時
土日祝　午前9時～午後6時

日 月 火 水 木 金 土

雑司が谷図書貸出コーナー
平　日　午前10時～午後7時
土日祝　午前10時～午後5時

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

※駒込図書館は、平日は、午前８時から資料の返却と、予約資料の受取りができます。

『図書館通信』は豊島区公式ホームページに掲載しています。　https://www.city.toshima.lg.jp/bunka/shogai/toshokan/kankobutsu/index.html

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

宮城氏の“相手の文化へのリスペクトを育む”という「東アジア文化都市」の考えに感動しました（狩）
今号から図書館通信の担当になりました。よろしくお願いします。夏はイベントが目白押しですので、みなさんのご参加
お待ちしております（小）

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

1 2 3 4 5 6 7
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15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

主催／会場
おはなし会開催日 スペシャルイベント

幼児・小学生 あかちゃん 7月 8月 9月

中央図書館
児童コーナー
(※印は会議室)

日曜日
14:00

最終日曜日
10:30
11:30

★7日・おはなしこうさく会　14:00～14:30
★20日・豊島岡女子学園おはなし会　13:00～13:30

★3日・子ども点字教室※　10:30～12:30
★4日・こわいおはなし会 小3以上※ 
　16:00～17:00 要申込

★1日・おはなしこうさく会　14:00～14:30
★21日・豊島岡女子学園おはなし会　13:30～14:00
★29日・おはなし会（巣鴨親子読書会）　14:00～15:00

駒込図書館
こまちゃんのへや
(※印は
地域文化創造館)

土曜日
14:30

第1水曜日
11:00※

●21日・親子で一緒に新聞を読もう
　10:00～11:30

★4日・こうさくかい※　14:00～15:30
★5・19日・小学生職場体験
　1～3年生：10:00～　4～6年生：14:00～
★6日・調べる学習サポート　14:00～15:30
★24日・こわいはなし※　14:30～15:15

★7日・おはなしをおくろう※　13:00～16:00

巣鴨図書館
地下会議室

水曜日
15:30

第3火曜日
11:00

★3日・たなばたスペシャル　15:30～16:00
★31日・えいがかい　15:30～16:00

★7日・こわいおはなし　15:30～16:00
★14日・ストーリーテリング　15:30～16:00
★21日・工作会小学生　15:30～16:00 要申込

●8日・大人の職場体験　10:00～　14:00～
★25日・こうさく会　15:30～16:00

上池袋図書館
おはなしの部屋
（※印は地下ホール）

水曜日
15:00

最終水曜日
11:00※

★25日・しらべる学習おうえん※　14:00～15:30
★27日・親子で楽しむ映画会※　14:00～14:30

★10日・かがくこうさく会※　11:00～12:00
●17日・こわ～いおはなし会※　15:00～15:30
★24日・親子で楽しむ映画会※　14:00～14:30

★8日・おなはしをおくろう※  10:00～12:00
★14日・映画会※　13:00～15:00
●21日・ブックカバーをつくろう※　13:30～14:30
★28日・親子で楽しむ映画会※　14:00～14:30

池袋図書館
ワークルーム
（※印は区民集会室）

土曜日
14:30

第1水曜日
11:00

★6日・グローバルおはなし会※　14:30～15:30
●10日・読みきかせ講座※　10:30～12:00
★13日・こうさく会　14:30～15:30
●15日・俳句会※　10:00～12:00
★22・29日・夏休みおたすけ隊※  14:00～  15:00～

★8日・一日図書館員　13:00～16:00
★10日・平和について考えるおはなし会　14:30～15:30
★12・19日・夏休みおたすけ隊※　14:30～15:30
●19日・ハンドメイド倶楽部※ 10:00～12:00
★31日・かがくのほん！※  14:30～15:30

●11日・読みきかせ講座※　10:30～12:00
★14日・おはなしプレゼント　10:00～12:00
★14日・こうさく会　14:30～15:30
●16日・俳句会※　10:00～12:00
★28日・ぬいぐるみおとまり会　14:30～15:30

目白図書館
地下区民集会室

水曜日
15:00

第1水曜日
14:00

★6日・なぞとき★調べ学習　14:00～15:30
★19日・外国語おはなし会　14:00～15:30
●20日・フワラーリース　14:00～16:00

★3日・こわ～いおはなし会　15:00～16:00
★7日・へいわのおはなし会　15:00～15:30
★15・16・22日・絵本づくり　13:00～15:00

★7・8日・こどもボイスおはなしをあげよう
●29日・イクメンパパよみきかせ　14:00～15:30

千早図書館
視聴覚室

第3水曜日除く
15:30

水曜日
10:30 ★21日・おたのしみ会 15:30～16:00 ●10日・おやこで職場体験　13:30～16:00 要申込

★18日・おたのしみ会　15:30～16:00 ★15日・おたのしみ会　15:30～16:00

日程・会場等が変更になることがあります。事前にお問合せください。

図書館クイズに挑戦して、

認定証をもらおう！

図書館にあるたくさんの本の中から答えを探し、

君も図書館タンテイになろう！7月27日（土）～8月4日（日）
開館時～午後4時30分
事前申し込み不要、参加費無料です！

対象：小学生

図書館 テーマ 内　　　　　　容

中 央 図 書 館 来年はオリンピック・パラリンピック！　
世界のみんなとトモダチに！

図書館の本を使って楽しくクイズに答えて、スポーツをはじめ、世界
のいろいろな国の食べ物や文化、昔話などを知ろう！

駒 込 図 書 館 怪盗こまちゃんにぬすまれた
金メダルをとりもどせ！

こまと探偵団がもっていた金メダルが怪盗こまちゃんに盗まれた！
君たちこまと探偵団の力で金メダルをとりもどそう！

巣 鴨 図 書 館 じぞうトラベル☆
じぞうと一緒にツアーに出発だ！

今年もじぞうトラベルを開催！オバケや食べ物、恐竜の世界などを
ご案内！じぞうと一緒に様々な世界に出かけよう！

上池袋図書館 カミィと行く！四大文明への旅 カミィ旅行社のおすすめツアー4コースをご紹介します。上池袋図書館にてパンフレット
をご覧ください。わたくしどものいちおしツアーへのご参加をおまちしています！

池 袋 図 書 館 ようこそ、ふくろうりょこうしゃへ ふくろう旅行社の世界旅行ツアーへ出発だ。
世界をめぐりながら、各地の動物たちとの謎解き勝負に挑戦。

目 白 図 書 館 ムッシュ・メジロと図書館ピクニック 本の中にはふしぎな世界がいっぱい！　
ムッシュ・メジロと一緒に図書館にある本の世界を歩いてみよう！

千 早 図 書 館 ちはやちゃんと調べよう、
オリンピック・パラリンピック

2020年東京オリンピックまであと1年。きつねのちはやちゃんといっしょに
クイズを解こう。これであなたもオリンピック・パラリンピック博士だ！

それぞれの図書館のテーマは次のとおりです。

書評講座　ポップで表現！私に響いたこの１冊 
書評とポップの書き方をレクチャー。お気に入りの本の
書評を書き、ライブ添削を受けられます！作成いただい
たポップは中央図書館で展示します。2回連続講座を2
期実施。図書館・本が好きな人、お集まりください！
【講師】 佐藤壮広氏（書評家）
【会場】 中央図書館5階会議室
【参加費】 1,000円（高校生以下500円）
～ゾッとした本 編～
暑い夏も涼しくなるような、おすすめしたいゾッとした
本をお持ちください。
【日時】 7月13日(土)・20日(土)　午後3時～5時
【定員】 先着20名（6月11日午前10時より申込受付）
～秋の書評講座（予告）～
【日時】 10月5日(土)・19日(土)　午後2時～4時
【定員】 先着20名（9月初旬より申込受付予定）
【申込】 電話・FAX・メール・直接来館
【問い合わせ】 中央図書館企画調整グループ
　電話 3983-7861　FAX 3983-9904
　メール A0027900＠city.toshima.lg.jp

子ども点字教室
～点字を書いてみよう、読んでみよう～

【日時】 8月3日（土）　午前10時30分～午後0時30分
【会場】 中央図書館
【対象】 小学3～6年生（複数人での申込み可）
【定員】 先着15名
【申込】 7月1日（月）　午前10時から申込受付
　　　 点字図書館　電話・FAX 3983-7864

東京2020大会に向けた資料展示
「東京でおもてなし～56年ぶりの夢～」

いよいよ来年にせまった東京2020大会の機運醸成を
目的に、オリンピック・パラリンピック関連資料展示
を行います。
【期間】 7月27日（土）～9月26日（木）
【場所】 区内全図書館（期間は館により異なります）

◎ 千早進歩自由夢 ◎
演奏会「浪曲＆ギター ～日本の語りと地中海の調べ」
【日時】 7月13日（土）　午前10時～正午
【内容】 浪曲とギターの演奏、風土と音楽の関連性やスペ
　　　 インでの暮らしを語る。
【会場】 千早図書館　視聴覚室　※当日直接会場へ
【講師】 長尾景友氏（浪曲師／ギタリスト）
【定員】 先着40名　電話 3955-8361

区民読書活動実態調査を行います
「豊島区立図書館基本計画」に基づく事業の効果を検証
し、次期計画（2021年度～2025年度）策定の基礎資
料とするため実施します。
【郵送時期】 9月頃
【対象】 18歳以上の豊島区民　2,500人程度
お手元に届きましたらご協力をお願いいたします。


